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1 

～ ごあいさつ ～ 

創意と誠意のバネづくりをモットーに 

昭和 32年の創立以来お客様と共に歩んでまいりました。 

設計から製造、品質管理までの一貫した生産体制と 

今後一層望まれる環境経営への取り組みをはかって 

お客様により安心で環境にやさしい製品づくりを進めてまいります。 

 

 

株式会社森田スプリング製作所 

代表取締役社長 森田 征樹 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組織の概要 ・ 環境経営システム組織図 

認証・登録の対象組織・活動 

 

 登録組織 ： 株式会社森田スプリング製作所 

 活  動 ： 各種スプリング・板ばねの製造ならびに販売 

EA21 事務局 

清土 

営業部 
部長 

玉崎 文彦 
生産部 

生産管理課 品質管理課 総務課 清土 

（環境管理担当者） 

生産課 営業課 
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最高責任者 

社長 

森田 征樹 

名称及び代表者名 株式会社森田スプリング製作所　　　代表取締役社長　森田　征樹

所在地 〒630-0255　　　奈良県生駒市山崎新町8番25号

環境管理責任者氏名 責任者　：　EA21 事務局　社　長　　　　  森田　征樹　TEL　(0743) 73 - 2517

及び担当者連絡先 担当者　：　EA21 事務局　総務課　　     清土　春華　TEL  (0743) 73 - 2517

創立年月日 1957年4月25日

事業内容 各種スプリング・板ばね製造並びに販売

従業員数 30名

売上高 46,800万円　（2022年度）

延べ床面積 1311㎥

事業年度 4月　～　翌年3月

技能検定線ばね1級合格　3名　・　技能検定線ばね2級合格　4名

金型製作技能士2級合格　1名　・　金属プレス加工技能士2級合格　1名

環境社会検定試験 ( ECO 検定 ) 合格　1名

プレス機械作業主任者技能講習修了者　2名

はい作業主任者　1名　・　フォークリフト運転技能講習修了者　4名

ガス溶接技能講習修了者　2名　・　アーク溶接特別教員講習修了者　1名

危険物取扱者乙種第4類　2名　・　消防設備士乙種第6類　1名

有資格者



 

 

 

 

  役割・責任・権限について 

 

最高責任者 

① 環境管理責任者を任命。環境マネジメント業務（以下 EMS と略す）の構築・推進・維持にあたり 

  必要な資源の確保と提供。 

② 環境経営方針の決定 

③ 環境経営目標の設定の指示 

 

環境管理責任者 

① EMS に関する資源の合理的・効果的な運用。目標達成・維持。 

② EMS に関する情報を社長に提供。 

 

環境管理担当者 

① 環境管理責任者の補佐。EMS に関する実務業務全般。 

② EMS に関する情報を収集し、管理責任者へ提供。 

 

  従業員 

  環境管理責任者・事務局及び当該部署長の指示に基づき行動する。 

 

 

  環境負荷の実績 

 

項  目 単  位 
基準年度 

(2019年度) 

2022年度 

2022/4～2023/3 

（レポート対象期間） 

二酸化炭素排出量 

〃 

kg-CO2 

kg-CO2/t 

95,289 

916.2 

82,991.98 

805.8 

一般廃棄物排出量 

〃 

産業廃棄物排出量 

kg 

kg-CO2/t 

kg 

2,066 

19.9 

8 

2,155 

20.9 

  450 

水資源投入量 

（上水） 

㎥ 286 224.5 

 

 

 

t・・・製品重量 

 

役割・責任・権限について ・ 主な環境負荷の実績 
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創意と誠意で環境に優しい会社を目指します。 

① エコアクション 21（環境経営システム）に積極的に参加し、 

  全社一体となって実施・維持いたします。 

 

② 生産活動ならびに製品が環境に与える影響を的確に捉えます。 

  汚染の予防と環境負荷の低減を目指すための目標を設定し、 

  環境マネジメントシステムの継続的改善を推進します。 

 

③ 次の事項を重点的テーマとして環境目標を設定し、取り組みます。 

 1. 電力・ガソリン・軽油・灯油の削減による CO2排出の削減。 

 2. 廃棄物の分別、リデュース・リユース・リサイクルによる廃棄物の排出抑制。 

 3. 水使用量の削減。 

 

④ 環境配慮製品の使用 

 グリーン購入の継続。 

 

⑤ 環境関連法規制、条例、その他同意する要求事項の遵守。 

 

⑥ 「環境経営方針」は全社員に周知すると共に、環境教育を行い職場だけでなく 

  家庭においても環境に関する意識を向上させるよう図る。 

 

⑦ 「環境経営方針」の社外への開示、関係先への周知。 

2009年 7月 15日 制定 
2020年 5月 14日 改定 

株式会社森田スプリング製作所 
代表取締役社長  森田 征樹 

環境経営方針 

基本理念 

基本方針 
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環境経営目標および 2022年度実績 
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～ コラム ～ 

新入社員対象の 

環境活動の勉強会 

全従業員対象の消防訓練と 

環境に関する法律の勉強会 

7月 3月 

2019年度
基準年度 目標 実績 目標 実績 目標 実績

二酸化炭素排出量 94,336 91,542 93,383 88,867.11 92,430 82,991.98

（絶対値） 1% 減 103% 2% 減 105.1% 3% 減 111.3%

二酸化炭素排出量 907 894.8 897.9 773 888.7 805.8

（製品重量あたり） 1% 減 101.4% 2% 減 116.2% 3% 減 110.3%

203,116 197,354 201,065 192,271 199,013 177,056

1% 減 102.9% 2% 減 104.6% 3% 減 112.4%

kg-CO2 85,760 82,493.97 80,369.28 74,009.41

1,953.1 1,929 1,933.3 1,670 1,913.6 1,719

1% 減 101.2% 2% 減 115.6% 3% 減 111.3%

ガソリン・軽油・灯油

（絶対値）

9,434 9,048 9,338 8,499 9,243 8,983

1% 減 104% 2% 減 109.9% 3% 減 102.9%

ガソリン・軽油・灯油 90.7 88.4 89.8 73.8 88.9 87.2

（製品重量あたり） 1% 減 103% 2% 減 121.7% 3% 減 101.9%

317 283 322.5 280 ⇒ 314 254 311 224.5

(2020年度実質使用量） 1% 減 87.8% 1% 減 123.6% 2% 減 138.5%

2,045 1,920 2,025 2,070 2,004 2,155

1% 減 106.5% 2% 減 97.8% 3% 減 93.0%

一般廃棄物 19.7 18.77 19.5 17.98 19.3 20.9

（製品重量あたり） 1% 減 105% 2% 減 108.5% 3% 減 92.3%

10/28

他、導入設備等 SH-8A購入

・ 小便器補修

※CO2の排出係数は0.418にて計算（単位：kg-CO2/kWh）　（2017年関西電力調整後のCO2排出係数）

  平成30年実績 ー R2.1.7 環境省・経済産業省公表

評価区分　              ◎ ： 120％ ≦ 目標達成率　、　○ ： 100％ ≦目標達成率 ＜ 120％　、　△ ： 80％ ≦ 目標達成率 ＜ 100％

　　　　　　　              × ： 目標達成率 ＜ 80％　、 ー ： 評価できない

目標達成率の計算　　削減目標の場合 ： 目標 ÷ 実績 × 100   増加目標の場合 ： 実績 ÷ 目標 × 100

719

2,044.9

180

103

868

10

5,999

・ エア配管軽微

補修

継続 継続

継続 継続

継続

継続 10,331

9

5,945

継続

継続継続

kg/t 19.9 △

ダンボール + 新聞紙 ｋｇ 1,230 継続 1,165

グリーン購入
環境配慮製品の

購入

金属くず

仕損じ件数（件） 33 継続 14

再資源化重量（ｋｇ） 12,354

継続

kg-CO2/t 91.6 ○

水使用量（絶対値） ㎥ ◎

一般廃棄物（絶対値） ｋｇ 2,066 △

205,168 ○

1,409.1

2,040.8

180

kg-CO2 9,529 ○

電力（製品重量あたり） kWh/t 1,972.8 ○

軽油(L) 1,989 2,143

灯油(L) 144 180

ガソリン(L) 1,706

2022年度2021年度2020年度
達成度

製品重量 ｔ 104 102.3 115

kg-CO2 95,289 ○

kgｰCO2/t 916.2

1,324.1 1,195.6

○

電力（絶対値）
kWh



 

 

 

 

 

二酸化炭素 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 目標は電力とガソリン・軽油・灯油の使用で排出された CO2 の削減とし、2019 年度実績の 3％削減とする。 

 過去 3 年はコロナ禍の影響で社用車の使用が減少していたので今後の推移を注意深く見ていく。 

 

 

 

電力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要な環境経営計画の内容 
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取り組み計画
達成
状況

評価（結果と今後の動向） 次年度

電力使用量の削減 ◎ 絶対値・製品重量あたりとも達成。 継続

ピーク電力のカット・昼休み中の消灯 ◎ 館内放送や節電啓発看板による注意喚起。 継続

デマンドメーターの警報による冷暖房の温度調整・

機械稼働時間の調整など。

電力使用量の実績調査 ◎ 検診表を基に月に1度の調査を継続。 継続

前年度より照明を蛍光灯からLEDに取り替えた効果が依然表れている。電気料金の高騰が著しい

ので業務や労働環境を鑑みながら節電に努める。

節電意識の向上 ◎ 継続



 

 

 

燃料（ガソリン・軽油・灯油） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水 使用量 
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取り組み計画
達成
状況

評価（結果と今後の動向） 次年度

ガソリン・軽油 ◎ 配送ルートの効率化・配車の適正化を実施。 継続

燃料購入記録・燃費データの管理 ◎ 月次で実施。 継続

給油量・燃費実績とも良好。取り組み内容が確実に根付いていることを実感。

エコドライブの啓蒙・教育・
体制づくり・講習会の実施

◎ 継続
日頃より運転従事者でアクセルワークについて意見交換
を行うなどエコドライブに対し高い意識を心掛けている。

取り組み計画
達成
状況

評価（結果と今後の動向） 次年度

トイレの2度流し禁止 ◎ 継続。女子トイレは「オトヒメ」使用。 継続

水漏れ・蛇口の
締め忘れ防止

◎
従業員に節水意識が浸透。蛇口や水漏れのチェックシー
トは廃止して節水を啓発する掲示物に置き換え。環境委
員による毎日のメーターチェックは継続。

継続

日々のメーターチェックなどが実を結び目標を大きく達成。前年比で約1か月半分の節水となった。

2019年度実績を基にした2020年度は大きく未達となり、2020年度実績を基に目標を再設定。

以降、社屋のトイレ3カ所全てを節水タイプの便座にリフォームしたのに加えて1人1人の心がけ、



 

一般廃棄物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金属くず 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用する化学物質の管理 

汚染防止対策として作業時・保管時の漏洩防止のため、日常点検を実施。定期的に漏洩対策訓練を実施。 

 

環境配慮製品の使用 

グリーン購入を継続。購入品のうちアイテム数で 67.7％、金額ベースでは 73.5％がグリーン購入品。 

 

その他 

エコネットいこま賛助会員。社屋裏山の整備や自生する野菜の栽培など。 
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取り組み計画
達成
状況

評価（結果と今後の動向） 次年度

リサイクル会社に渡す重量の記録 ◎ 実施。今後も継続。 継続

仕損じ品件数の記録 ◎ コイル生産工程（マシン）の発生は「廃棄品申請書」で記録。 継続

分別 ◎ 再資源化率100%の継続。材質ごとに缶を設けている。 継続

金型の資源化処理 ◎ 実施・継続を徹底。 継続

材料購入重量記録 ◎ 月次で記録・集計。今後も継続。 継続

仕損じ品のリサイクル重量は前年比で減少。日頃の意識づけの成果が表れている。

更なる減少のため引き続き努める。

取り組み計画
達成
状況

評価（結果と今後の動向） 次年度

一般廃棄物の削減 △ 絶対値・製品重量あたりともに目標未達。 継続

重量の記録・集計 ◎ 月次単位の集計を実施。 継続

かねてから取り組んでいた段ボールの再使用が

得意先の要望で一部廃止。新聞紙のリサイクルは継続。

コピー用紙の購入は前年比で118％増加したが

裏紙利用は継続している。

PP袋では減少。生産活動以外に排出する可燃ごみ（例えばコンビニ食品の容器や紙コップなど）は

多くなく、削減への取組や意識は充実していると捉えている。

材料に巻いてある紙は新聞や使用済の紙をリサイクルする際に束ねるのに再利用したり、コピー用紙の

裏紙使用も継続している。次年度以降も廃棄量と内容を注視する。

絶対値・製品重量あたりとも未達。資材購入量は昨年に比べコピー用紙は微増したものの、段ボールや

上白紙・梱包材の再使用 ◎ 継続

リユース・リサイクル 継続◎



  

 

 2023年度から 3カ年の環境経営目標 
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2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

基準年度 目標 目標 目標

二酸化炭素排出量 82,162 81,332 80,502

（絶対値） 1% 減 2% 減 3% 減

二酸化炭素排出量 798 790 782

（製品重量あたり） 1% 減 2% 減 3% 減

175,285 173,515 171,744

1% 減 2% 減 3% 減

kg-CO2 74,009.41

1,702 1,685 1,667

1% 減 2% 減 3% 減

ガソリン・軽油・灯油

（絶対値）

8,893 8,803 8,714

1% 減 2% 減 3% 減

ガソリン・軽油・灯油 86.3 85.5 84.6

（製品重量あたり） 1% 減 2% 減 3% 減

222 220 218

1% 減 2% 減 3% 減

2,133 2,112 2,090

1% 減 2% 減 3% 減

一般廃棄物 20.7 20.5 20.3

（製品重量あたり） 1% 減 2% 減 3% 減

他、導入設備等

※CO2の排出係数は0.418にて計算（単位：kg-CO2/kWh）　（2017年関西電力調整後のCO2排出係数）

  平成30年実績 ー R2.1.7 環境省・経済産業省公表

kg-CO2 82,991.98

kgｰCO2/t 805.8

kWh 177,056

一般廃棄物（絶対値） ｋｇ 2,155

軽油(L) 2,040.8

灯油(L)

kg-CO2/t 87.2

水使用量（絶対値） ㎥

kg-CO2 8,983

製品重量 ｔ 103

電力（絶対値）

電力（製品重量あたり） kWh/t 1,719

ガソリン(L) 1,409.1

180

ダンボール + 新聞紙 ｋｇ 継続 継続

金属くず

仕損じ件数（件） 継続 継続

グリーン購入 環境配慮製品の購入 継続 継続

224.5

継続

継続

再資源化重量（ｋｇ） 継続 継続 継続

継続

kg/t 20.9



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算出方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年の資源投入 

資源消費量 2022 年度に出荷した主要製品の材料投入量 

総エネルギ
ー 

消費量 

2022 年度に対象となる事業所で使用された電気、石油などの総量 

原油換算 

電気、石油など、LPG を各々原油に換算して算出。 
※原油換算値は 
  ECCJ 省エネルギーセンター2010/20114.5 エネルギー 
  使用量簡易計算表による 

利用量 2022 年度に対象となる事業所で使用された上水の総量 
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資源消費量 

 製品原材料 

 金属・・・     109t 

 その他・・・   0.48t 

 その他材料 

 梱包用 PP・・・1.25t 

 段ボール・紙類 

      ・・・8.1t 

総エネルギー消費量 

 原油換算量   49kL 

（原油換算値:ECCJ 省エネルギー
センター 2010/20114.5 エネル
ギー使用量簡易計算表による） 

 

内  訳 

電気 177,056kWh 

石油等 3.6kL 

水使用量 

 

224.5 ㎥ 

 

・森田スプリング製作所 製品   103 t 

・CO2               83 t  

（CO2排出係数：0.418kg-CO2/kWh） 

・廃棄物量 

 生産系廃棄物     ・・・9.7 t 

 うちリサイクルされた量・・・7.5 t 

分別は徹底して 

やっています。 

～ コラム ～ 



 

 

環境関連法規等の遵守状況の確認および評価の結果並びに違反・訴訟の有無、法的義務を受ける 

主な環境関連法規制は次の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     環境関連法規制などの遵守状況の評価の結果、環境関連法規制などは遵守されていました。 

      違反・訴訟などは過去 3年間ありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動など） 

廃棄物処理法 
一般廃棄物・特別産業廃棄物（PCB 含有廃棄物）・

産業廃棄物（廃油・金属くず） 

騒音規制法・振動規制法 空圧機・機械プレス 

土壌汚染対策法 第 3 条第 1 項ただし書きの届を提出。 

消防法 炭化水素溶剤の保管 

フロン排出抑制法 7.5kw 以上の業務用空調機器の点検の実施。 

浄化槽法 浄化槽 

大阪府生活環境保全に関する条例(NOx,PM 法) トラック 

環境関連法規の遵守状況 

代表者による全体の評価と見直し・指示 
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節 水 
トイレリフォーム・便器を節水型に！ 

2021年 5 月・2022年 3 月・2023年 3 月 

電 気 
蛍光灯を LEDに！ 

2021年 9月～2022年 3月 

2020～2022年 3カ年の主な活動実績  

電 気 
節電型テンパー炉購入 

2021年 11月 
電 気 

PCB 廃棄物処分 
2021年 9月 

全 般 
目標を絶対値と製品重量 
あたりの 2 本立てで設定 

全 般 
環境活動 10周年！ 

2020 年 10月 

コロナ禍により活動に制限が生じたり、電気料金や燃料などエネルギー・材料・副資材のコストが著しく変動する

など、変化の大きな 3 年間であった。 

そんな中でも生産活動は活発であり、環境活動も概ね順調に目標を達成出来ている。 

・ 電気はハード面に手を加えて節電効果が表れた。 

・ 燃料はコロナの影響で客先を訪問する機会が減り、給油量は減少。 

・ 2020 年度で目標未達だった水使用量は過去の実績に基づき目標を見直し。節水効果を鑑みてトイレを 

  リフォームした結果、2021・2022 年度では大幅な目標達成となった。 

・ 一般廃棄物は唯一絶対値・製品重量あたりとも目標を達成できなかった。売上高前年比 6％UP に繋がる 

  生産活動や、客先指定の梱包仕様もあったりで理解できるが削減に努める。 

・ 金属くずやグリーン購入も順調なので引き続き継続する。 

活動 10 周年を迎え、従業員の意識が各所で根付いていると感じる。今年度は 3 カ年の節目となったが 

次の 3 カ年も一丸となって活動を継続する。 

尚、環境経営方針、環境経営目標・計画、実施体制はいずれも妥当と判断して変更なく継続する。 


